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を得るため、50 m3の大規模パイロットプラント（30 m3-working vol.）を使用し
て、粗グリセリンのメタン発酵を行った。窒素源として製麺工場廃水の余剰汚
泥も 3.5 m3-weekの割合で添加した。粗グリセリンを、プラントへ段階的に 5~
















0.11%, P2O5: 0.036%, K2O: 0.19%）を含んでいたため、草地を 6区画（散布区×
3, 未散布区×3）にわけて散布試験を行った。施肥基準（窒素;1.67kg/a, リン
－ 89 －
酸;0.62kg/a, 加里;1.24kg/a）を満たすべく、1 区画 (1a)あたり、2 m3の発酵残さ
































































































とが明らかになった（Table 4）。この処理量は、ルーメン液に対して 4.0% (w/v)
であり、既往研究からも現実的な値であった。さらに、ルーメン処理が連続化
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処理法の開発（第 3 章、第 4 章）に焦点をあてた。得られたデータをもとに、宮城県大崎
市をモデルとして地域の省エネルギー化および二酸化炭素排出量削減のために達成するべ
き目標値を定めた（第 5 章）。 
廃グリセリンのメタン発酵実証研究（第 2 章）は、50 m3 の実規模パイロットプラント
（処理容量は 30 m3）を使用して行った。廃グリセリンを、プラントへ段階的に添加したと














ているルーメン液を利用した。基質には、古紙（第 3 章）およびナタネの茎（第 4 章）を
使用し、ルーメン処理後にメタン発酵を試みた。経時的な植物細胞壁分解酵素活性および炭
素収支の解析から、最適なルーメン処理時間を 6 時間と決定した。この処理時間は、エン
ド/エキソグルカナーゼが卓越し（約 30 unit L-1）、細胞壁多糖の加水分解を活発に行う。一
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